
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも健康な体でどこまでも 
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けん しょう かい 

 

堀口 裕 先生 

がんという大病に、どんな治療方針が必要か？ 

がん（癌）になったときの抗がん剤治療は、とても有効な治療

法だと思います。抗がん剤治療のお陰で、沢山のがん患者さん

が救命されてきました。その傍ら抗がん剤治療をもってして

も、回復できなかった場合もあります。その時は、がんの進行

が著しくて、抗がん剤が間に合わなかったと考えられます。し

かし抗がん剤治療によって、一時すっかりがんが消えたのに、

再びがんが現れる場合もあります。あるいは、あらゆる抗がん

剤を試したものの、がんが消えないので、「これからどうしま

すか？」と問われ、「では、何もできないなら、このままで」

といって様子をみていたのに、その後何年経ってもがんの成長

がわずかという場合もあります。 

このような事例から、がんに抗がん剤治療はとても有効である

ものの、がんを抑えていくには、患者さん自身の力も重要と思

います。近頃がんの発症が多くなったとは言え、全ての人がが

んになるわけでもありません。おそらくがんになること自体、

がんを抑える力が弱くなっていたと考えます。 

がんに関わらず、大病を抑える力を自己防御力と呼んでいます

が、自己防御力を回復することががんを完治させる唯一の方法

だと言えます。それで改めて、抗がん剤治療はがんの治療にと

ても有効ですが、これもまた自己防御力を回復する一助と考え

るべきと思います。 

つまり、長年低下している自己防御力を急に回復することはで

きません。自己防御力が低下したままでは、がんは進行します。

そこで抗がん剤治療を行うことで、がんの増殖を、勢いを止め

ます。そうしている間に自己防御力の回復を目指します。 

 

 

目標は自己防御力を回復すること 

自己防御力の回復は、がん患者さん自身が行わなければなり

ません。自己防御力を回復する手段は、①しっかり食事をと

ること、②十分に睡眠をとること、③歩くことと体操をする

こと、④体を保温することです。そして最も重要なことは、

⑤がんを治す揺るぎない気持ちです。患者さんいわく、主治

医から「もう長くは生きられないよ･･･」と死ぬような話ば

かりされて、抗がん剤治療だけでなく、生きることにも自信

が持てなくなるんです。」そう嘆くがん患者さんがとても多

いです。しかしどうでしょうか、そう言われることは辛いで

しょうが、「がんから回復することは、そうたやすく無い

よ！」そう奮起を促されていると思ってください。優しい言

葉をかけられるのも有り難いでしょうが、実際がんから生還

することは、とても厳しいです。「なにくそ！絶対に治して

みせる！」という気持ちが必要です。もし自己防御力が時間

をかけずに、急激に回復することがあるとすれば、そのよう

な気持ちのときです。 

いま確かに言えることは、がんになったのは他人のせいでは

ありません。自分に原因があります。だから自分で何とかし

なくてはなりません。頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰しも“がん”になりたくありません。 

日頃から十分な体力をつけ、“がん”にかからないようにしましょう。“がん”になるか 

どうかは自分次第なのです。もし“がん”になったら、「なにくそ！精神」で治療に 

専念して下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
十
一
回
「
け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳
」入
選
作
品 

 
大
賞 
作
者 

Ｔ
・Ｏ
様 

香
川
県
在
住 

『
滝
の
音 

き
き
つ
つ
歩
く 

峠
か
な
』 

作
者
解
説 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
身
体
に
い
っ
ぱ
い
あ
び
な
が
ら
、
心
休
ま
る 

堀
口
峠
の
ベ
ン
チ
で
休
け
い
。
さ
あ
家
へ
気
持
ち
良
く
帰
っ
て 

エ
ナ
ジ
ー
を
も
う
一
度
。 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

本
当
に
の
ど
か
で
、
心
落
ち
着
く
庭
で
す
。 

先
代
の
堀
口
昇
先
生
は
、
こ
れ
が
患
者
さ
ん
の
治
療
の
基
本
と 

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

院
長
賞 

作
者 

藤
沢
貴
代
子
様 

岡
山
県
在
住 

『
ほ
う
れ
い
線 

隠
し
て
く
れ
る 

マ
ス
ク
か
な
』 

作
者
解
説 

マ
ス
ク
生
活
も
も
う
三
年
目
。
ほ
う
れ
い
線
を
隠
し
て
く
れ
る 

の
は
あ
り
が
た
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
息
苦
し
い
。 

早
く
解
放
さ
れ
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

マ
ス
ク
生
活
が
と
て
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
も
う
少
し
の 

辛
ぼ
う
で
す
。
み
ん
な
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

 
 

 
   

エ
ナ
ジ
ー
賞 

作
者 

ス
ラ
ち
ゃ
ん
様 

香
川
県
在
住 

『
な
ぜ
元
気 

あ
っ
エ
ナ
ジ
ー
だ 

や
っ
ぱ
り
ね
』 

作
者
解
説 

ま
わ
り
の
人
か
ら
、
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
元
気
な
の
！
」
と 

言
わ
れ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
毎
日
あ
て
て
る
エ
ナ
ジ
ー
の
せ
い
だ
と 

思
う
。 

 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 

還
元
電
子
治
療
は
細
胞
の
老
廃
物
を
取
り
除
き
、 

又
、
細
胞
に
出
入
り
す
る
血
行
を
良
く
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
細
胞
の
新
陳
代
謝
が
良
く
な
っ
て
元
気
が
維
持 

さ
れ
ま
す
。 

 

 
平
和
賞 

作
者 

宮
本
章
壽
様 

香
川
県
在
住 

 
 

『
コ
ロ
ナ
去
り 

ロ
シ
ア
も
去
り
て 

平
和
く
る
』 

作
者
解
説 

平
穏
な
日
々
が
一
番
幸
せ
で
す
。 

 

 

院
長
コ
メ
ン
ト 

 
 

 
 

 

こ
の
三
年
間
世
界
中
の
人
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 
 

 
 

 

で
と
て
も
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
他
国
で
は
戦
争
も 

 
 

 
 

 

起
こ
っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。
一
日
で
も
早
く 

 
 

 
 

 

感
染
症
や
戦
争
の
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

 

 

  

次
回
の
ご
応
募
締
め
切
り
日
は
一
月
十
五
日
で
す
。 

健
翔
会
だ
よ
り
一
一
三
号
は
二
月
一
日
発
行
分
に
掲
載
致
し
ま
す
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

け
ん
し
ょ
う
か
い
川
柳 

選
考
委
員
会 

 

 

今
年
も
お
庭
の 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 

を
し
て
お
り
ま
す
。 

（
夕
方
4
時
す
ぎ
〜
診
療
が

終
わ
る
ま
で
）
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り 

下
さ
い
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
室
内
の
カ
フ
ェ
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
緑
茶
・
紅
茶
の

ほ
か
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
も

診
療
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
ほ
っ

と
一
息
し
て
い
ま
す
。 

※
コ
ー
ヒ
ー
は
月
・
水
・
金
の

午
後
か
ら
の
み
と
な
り
ま
す
。 

  

 

堀口峠 → 


